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夫次

玉JII村長

田車

玉
川
村
が
誕
生
し
て
開
年

新
し
い
世
代
に
誇
り
を
も
て
る

ふ
る
さ
と
ホ
つ
く
り

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
、

村
氏
の
皆
様
に
心
か
ら
お
慶
び
を

串
し
よ
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
村
政
各
般
に
わ
た
り

温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、

お
か
げ
さ
ま
で
諸
事
業
が
計
画
通

り
推
進
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
全

国
各
地
に
お
い
て
度
重
な
る
台
風

や
記
録
破
り
の
異
常
高
溢
、
秋
の

長
雨
な
ど
各
地
で
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
村
氏
の
皆
様
に
は

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を

迎
え
ま
し
た
こ
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
新
し
い
年
が
玉

川
村
に
繁
栄
を
も
た
ら
す
素
晴
ら

し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

願
う
も
の
で
ご
、
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
村
議
会
議
員
の
改
選
が

あ
り
、
私
も
議
長
と
一
一
首
、
っ
重
責
を

担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
村

氏
の
皆
様
の
御
支
援
と
御
協
力
を

賜
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
議
会
運
営
に

精
励
で
き
ま
し
た
こ
と
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

月
に
は
新
潟
県
中
越
地
震
が
発
生

し
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
い
ま
だ
に
多
く

の
方
々
が
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ

て
お
り
、
以
前
の
よ
う
に
安
心
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
一
日
も

早
い
災
害
復
旧
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
経
済
環
境
、
白
治
体
を

取
り
ま
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
地
方

自
治
体
に
と
り
ま
し
て
、
国
庫
負

担
金
の
削
減
、
税
源
移
譲
、
地
方

交
付
税
の
改
革
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

一一A

位
体
の
改
革
に
全
力
で
取
り

2
0
0
4
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
夏
の
猛
暑
、
秋
の
長
雨
と
か

つ
て
な
い
数
の
台
風
の
上
陸
な

ど
、
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
、
ま

た
、
新
潟
県
中
越
地
震
に
よ
っ
て

甚
大
な
被
害
を
被
る
な
ど
天
災
に

苦
し
め
ら
れ
た
年
で
あ
り
ま
し

た。

方
、
囲
内
の
経
済
の
動
向
は
、

I
T
関
連
企
業
を
始
め
と
し
て
デ

ジ
タ
ル
家
電
、
自
動
車
産
業
な
ど

が
好
調
な
こ
と
や
、
金
融
機
関
の

不
良
債
権
の
整
理
も
進
み
つ
つ
あ

る
こ
と
か
ら
景
気
が
回
復
基
調
に

あ
る
と
言
わ
れ
、
よ
う
や
く
明
る
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た
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玉川村議会議長

国福広須

組
ん
だ
年
で
あ
り
ま
し
た
。
明
治

以
降
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
僅
か

で
は
あ
り
ま
す
が
、
初
め
て
国
か

ら
地
方
に
税
源
が
移
譲
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
大
変
画
期
的
な
こ
と

で
あ
り
、
ど
う
に
か
改
革
の
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

村
内
に
お
い
て
は
、
県
下
泊
防

操
法
大
会
に
お
い
て
肘
辺
分
団
が

準
優
勝
、
ま
た
、
ふ
く
し
ま
駅
怯

で
は
初
の
村
の
部
入
賞
、
そ
し
て

小
学
生
、
中
学
生
が
各
種
大
会
や

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
上
位
入
賞
を

来
た
す
な
ど
、
若
い
世
代
の
活
躍

が
目
立
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
玉
川
村
が
誕
生
し
て

印
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に

あ
た
り
ま
す
。

現
在
の
社
会
環
境
は
価
値
観
の

多
様
化
、
少
子
高
齢
化
、
高
度
情

報
化
な
ど
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
面
で

大
き
な
変
革
の
時
を
迎
え
て
お
り
、

今
ま
で
と
は
違
っ
た
社
会
シ
ス
テ

ム
の
構
築
が
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

同
年
と
い
う
節

E
の
年
を
迎

え
、
村
民
の
皆
様
と
一
緒
に
こ
れ

ま
で
の
玉
川
村
の
歴
史
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
新
し

い
世
代
に
誇
り
を
も
っ
て
継
承
で

き
る
玉
川
村
を
築
い
て
い
か
な
け

い
兆
し
が
見
え
て
来
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
年
末
に
発
表
さ
れ

た
日
銀
の
企
業
短
期
経
済
観
測
調

査
に
よ
り
ま
す
と
、
大
企
業
製
造

業
が
9
月
に
比
べ

4
ポ
イ
ン
ト
低

下
と
し
て
お
り
、
今
な
お
不
透
明

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻

く
情
勢
は
、
極
め
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
国
が
示
し
た
地
方

分
権
は
、
自
治
体
の
白
、
五
性
を
基

本
に
自
己
決
定
、
自
己
責
任
の
名

の
下
に
自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ
っ

て
、
個
性
的
な
地
域
づ
く
り
が
出

米
る
よ
う
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
三
位
一
体
改
革
の

中
身
は
税
財
源
の
移
譲
は
お
ろ

か
、
地
方
交
付
税
が
大
幅
に
縮
減

さ
れ
、
地
方
分
権
推
進
の
た
め
の

改
革
と
は
程
遠
い
内
符
と
な
っ
て

お
り
、
地
方
自
治
体
は
税
収
の
大

幅
な
落
ち
込
み
と
財
源
不
足
に

よ
っ
て
、
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
、

深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
わ

が
玉
川
村
の
財
政
も
益
々
厳
し
く

な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、
一
段

と
踏
み
込
ん
だ
行
政
改
革
の
推
進

と
財
政
再
建
が
急
務
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
あ
ぶ
く
ま
高
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れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
空
と
緑
ク
新
ψ

呼
吸
す
る
た
ま

か
わ
」
の
村
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
の
も
と
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と

い
わ
れ
る
村
守
つ
く
り
、
夢
の
あ
る

村
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
財
源
の

確
保
に
努
め
な
が
ら
、
知
恵
を
出

し
合
い
、
汗
を
流
し
合
い
、
連
帯

と
協
調
の
も
と
に
各
種
事
業
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。福

島
県
の
空
の
玄
関
口
と
し
て
、

そ
し
て
入
、
物
、
情
報
な
ど
の
交

流
基
地
と
し
て
の
福
島
空
港
の
利

活
用
の
促
進
、
村
氏
一
入
ひ
と
り

が
幸
福
を
実
感
で
き
る
村
づ
く

り
、
時
代
に
対
応
で
き
る
人
づ
く

り
、
そ
し
て
人
に
や
さ
し
い
活
力

あ
る
主
則
村
の
創
造
。
こ
れ
ら
の

目
的
達
成
に
向
け
て
最
善
の
努
力

を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
本
年
も
皆
様
の
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

w ゴ匂

原
自
動
車
道
の
早
期
全
線
開
通
や

集
落
排
水
事
業
の
推
進
、
就
業
対

策
、
生
活
基
盤
の
整
備
、
産
業
の

振
興
、
教
育
文
化
の
向
上
な
ど
課

題
が
山
積
し
て
お
り
、
取
り
組
み

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

議
会
と
し
ま
し
て
は
、
合
併
問

題
を
重
要
課
題
と
位
置
付
け
、
こ

れ
ら
に
対
処
す
る
た
め
、
市
町
村

合
併
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
将
来
の
村
づ
く
り
に
禍

根
を
残
さ
な
い
た
め
の
調
査
研
究

を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
当
面
す

る
課
題
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

村
に
お
い
て
も
、
玉
川
村
合
併

印
周
年
に
当
た
る
本
年
は
、
行

政
制
度
や
組
織
な
ど
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
お
り
、
重
要
な
年
に

な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

村
民
の
皆
様
が
明
る
く
健
康
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
ク
躍

動
す
る
玉
川
。
の
新
し
い
歴
史
の

創
造
の
た
め
、
全
力
を
傾
注
し
、

議
会
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆

様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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住民税や所得税の申告詩惑を迎えました。村では綿入宛に市告案内通知書を送付し、相談業務を

行なっております。なるべく指定された自に出告をされますようご協力をお顕いいたします。

申告に持参するもの申告をしていただく方

1)サイクル法〈使用済自動車の再資濃化等に関する法律〉が 1月からスタートしました。

リサイクル法とは、震用済自動車〈撰車〉から出る高用資源、をリサイクルして、環境問題への対

応を図るための法律です。現状のリサイクルの障害となっている部分について、自動車メー力ーがリサイ

jレの費告を果たすごととなりますa 異体的には、主アコンの冷媒として使われていて、大気放出される

と地球環境を被壊する「フロン類ム J穣発性があって処理の難しい「工アバッグ類J、使，用済自動車から帯

用資源を毘~支した後に残る大量の「シュレッ夕、ーダスト j の 3 つについて、自動車メーカーがリサイクん

することになりま

こむようなリサイクjレに必要となる費用については、自動車ユーザーの方々

申告者の金融機関等の口座番号及び通帳印

③会社鑓や白壁いなどの給与所得の方i誌、源泉犠~支棄又

⑤間営士地改虫母畑地区事業穣還金等の鎮tl，支書と運営賦

年金所得者は公的年金等の源泉徴~支票

醤人年金の保険料控除証明書

支払った領~支醤

⑮臨民年金保険料の鎮~支書

@会社等を辞め、社会保検の任意継続をされている方は、

支払った社会保険料の領絞雲

⑫申告をされる方及び扶議する方が障害をもっている場

障害者手張等

⑬譲漉所得のある方は克箆契約書及び公的機関が発行す

平成 17年 1月1臼現在で玉JII村に住所があり、

16年中にpJT簿があったすべての方が申告しなければな

りません。主な該当者は次のとおり

商業、サービス業などの事業を営んでいる方

e土地や建物を売った場合の譲渡所得がある方

2ケ類以上から給与などの支払いを受けた方や、途中

で会社等を辞めた方、給与の他にも所得のある方〈

地代、家葉、年金等〉

@年金所得者

⑤雑損鐙桧や医療欝控除、住宅所得特g~措除を受ける

i寄一定の所に勤務していない方、また詰勤務先から役場

へ給与支払報告書が提出されていない方

⑦前年中に病気や失業中で全く所得のなかっ

し出てください。

していたどきます。

クルマ 1台に対して、リサイクル料金は1
毘払えばいいの?クルマを売ったりした

ら、リサイクJv料金はどうなるの?

ウjレ{足進センヲー

ク)!Jマ 1台につき原

Q リサイクル料金っていくら?

A:クルマのメーカ…、車種によって、 1合ごと

います。シュレッダーダストの発生見込量やフ口ン類・

ッグ類の装傷状況などによって決まります。異

棒的な金額i立、El動車メーカー・韓入業者各社が公表

していますので、各社のホームページな

ださい。

Q 

リサイクん料金はいつ払えばいいの?Q 

そ

し〉

住宅取得特別控除を受ける方へ

⑦性宅用家崖の登記簿謄本

②住民票

主宅取得資金iこ係る借入金の年来残高証明議

(写し〉又は建物の売買契約欝〈

2/9'""-'3/1 

3/2""-'3 15 

:9 時~ 11時

午後:1誇----4時

ー申告会場

頭部地震:就業設整センヲ…

東部地区:

~紫付時間

支払ったりサイクル料金は需に寵われるの?

A:ク)!J7のうサイクんの簿蓄になっているシュレツ

ダーダスト、フ口ン類、工アバッグ類のリサイクル適

正処環のために震われます。また料金の一部は、リサ

イクjレ料金の管理や、廃車処理の清報管理にも髄われ

ます。

大切な地球環境を守るために、クルマの所有者iこ来

たしていただく重要な役部だということにご環鐸をお

いたしま

Q 

※リサイクル料金は器の

法人である〈鱈〉

リサイクル促進セン

ターが安全・確実に替

します。
⑤濃衆領収票

@還付金の振込先の口座番号(申告者本人名義〉

{増改築の場合]

建築確認通知事〈

釜ヲ真南辺JII 

し〉力¥し)または績査済証〈構須釜〈午前〉

毘辻新田〈午後〉

ヰ

※税務署からの通知があった方は税務署〈産業会館:

丹欝向い〉で車告するようになります。

※指定された日に串告できない方は、電話でお気軽にご

相談くださいc

~問い合わせ

玉)11村役場税務課 57 -4622 

7日(月〉

意議

8BC失〉

金吾(水)

10自〈木〉

118C金)I 杏

148C舟) 山小獲・山新田

1旧公〉 lZ312

議ヲ員ゴヒ

議

寺

tt誇

中

法山一位

民
生
児
童
委
員
に
委
嘱
状こ

の

ほ

ど

一

斉

さ

れ

、

ロ

月

ア

日
に
新
し
い
委
員
同
名
に
暦
生

労
働
大
臣
と
福
島
県
知
事
か
ら
の

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
c

今
回
委
嘱
さ
れ
た
の
辻
次
の

ト
々
々
で
、
任
期
は
平
成
時
年
ロ

月
1
日
か
ら
3
年
間
と
な
り
ま
す
。

ハ
)
内
は
控
当
地
芭
名

民
生
児
輩
委
譲

'h'

ム
j

rヘ
ハ

年
w
J

主塩
任

口児田森内舘山
麓
ヲF記
事詞E

畏

市
川
州

主
将西大塩小大近西塩

生
)

A:資金管理法人(財〉自動車リ

へのリサイクル料金の支払いは、

知 1回限り

また、リサイクル料金支払い済みのクルマを、

ではなく中古車として売った場合は、車路{語信金額に

加えて、支払っていたリサイクル料金を、

代金の中に含めて、次の所有者から受け販ることにな

りま

なお、リサイクjレ料金支払い済のクルマを中古車と

して輸出した場合は、一定の手数料を差し引いた上で、

申請に応じて支払った料金が資金管理法人から返還さ

す。

A:リサイクル料金は、今年の 1月以韓にお支払いい

ただきます。新E撃を購入する持は購入時にお支払いく

ださい。今お乗りのクルマは、 1月以降の最初む車検

までに、車換を受けずに箆車す

お支払いをお願いします。

なお、車殺時や擁護時のリサイクル料金の支払いは、

ことができます。こ

の場合、ワザイクル料金とは別に手数料や襲用がかか

ることがあります。

持;竹木本JlI井山

英

中1; 

光律:藤道サ
ツ

民
)



人
暮
ち
し
世
帯

を
訪
問

須

賀

川

泊

防

で

は

、

日

月

ロ
日
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

世
帯
を
防
火
訪
問
し
ま
し
た
。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
一

環
と
し
て
行
な
っ
た
も
の
で
、
消

防
署
員
が
東
北
電
力
の
職
員
と
と

も
に
、
台
所
な
ど
の
火
の
回
り
や
、

電

気

の

配

線

な

ど

を

細

か

く

チ
ェ
ッ
ク
し
、
防
火
の
点
検
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
も
向
行
し
、
健
康
状

態
な
ど
に
つ
い
て
も
聞
き
取
り
し

ま
し
た
。

ミ
ニ
パ
ス
ケ
大
会

で
熱
戦

玉
川
村
体
育
協
会
長
杯
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
ロ

月
4
日、

5
白
の
両
町
、
文
化
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
ロ
チ

l
ム
が
参
加
。

初
司
は
予
選
リ

l
グ
を
行
い
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
上
位
2
チ
l
ム
が

2
日

目
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
み

ま
し
た
。
本
村
か
ら
出
場
し
た
玉

川
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ

l
ム
は
、

見
事
予
選
リ

l
グ
を
突
破
。
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
も
善
戦
し
ま
し

教育問題を話し合う

交
通
安
全
功
労
者
な
ど
表
彰

た
が
、
惜
し
く
も
入
賞
は
な
り
ま

寄

せ
ん
で
し
た
。

玉
川
村

P
T
A
連
絡
協
議
会
主

催
に
よ
る
玉
川
村
教
育
懇
談
会
が

ロ
月

8
日
、
マ

i
ヴ
ェ
ラ
ス
末

広
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
は
教
育
に
関
す
る
諸
問

題
に
つ
い
て
関
係
者
が
話
し
合

い
、
共
通
の
問
題
と
し
て
理
解
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
。
村

内
小
中
学
校
の

P
T
A
及
び
校

長
、
議
会
、
村
関
係
者
な
ど
が
出

席
し
ま
し
た
c

懇
談
会
で
は
、
地
域
、
家
庭
、

学
校
の
連
携
に
つ
い
て
な
ど
の

テ
l
マ
で
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

第
9
回
石
川
地
方
交
通
安
全
大

会
が
、
日
月
刊
即
日
に
吉
殿
町
で
開

催
さ
れ
、
石
川
地
方
の
交
通
関
係

者
な
ど
約

5
0
0
人
が
出
席
し
ま

し
た
。大

会
で
は
、
最
初
に
交
通
事
故

の
犠
牲
者
に
対
し
て
黙
と
う
を
さ

さ
げ
、
そ
の
後
交
通
安
全
の
推
進

な
ど
に
功
績
が
あ
っ
た
方
々
に
対
す

る
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
小
中
学
生
、
運
転
者
、

母
親
、
高
齢
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
代

表
が
交
通
安
全
を
提
言
し
ま
し
た
。

ま
た
、
交
通
事
故
撲
滅
へ
の
大
会

宣
言
の
採
択
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
の
受
賞
者
は
次
の

方
々
で
す
。

受
通
栄
誉
章
「
線
十
字
銅
輩
」

-

優

良

運

転

者

石

森

和

二

県
警
察
本
部
畏
・
県
安
通
安
全
協

会
長
連
名
表
彰

-

優

良

運

転

者

真

弓

一

治

・
突
通
安
全
優
良
学
校川

辺
小
学
校

石
川
警
察
署
長
・
石
川
地
区
交
通

安
全
協
会
長
連
名
表
彰

-

優

良

運

転

者

溝

井

浩

一

・
交
通
安
全
立
巷
板
コ
ン
ク
ー
ル

優

秀

賞

泉

中

学

校

村民卓球大会開催
第 21回玉川村民卓球大会が 12月 12日、玉川村体育セ

ンタ…で開催されました。大会は、ダブjレス、男女シングル

ス、 lJ¥学生の部で争われ、それぞれ白熱した試合が繰り広げ

られました。

各部門の優勝者は次のとおりです。
ダブルス車田鹿文・奥野蚕祐

シングルス男子車田康文女子

小学生草野由紀

大野車希

知事を囲む懇談会

12月3日に石川町で知事を臨む懇談会が聞かれ、お

川管舟から主婦、会社員など様々な職業の方8名が出席、

佐藤県知事とそれぞれが抱いている問題などについて懇

談しました。玉川村からは、円谷兼ーさん(需須釜〉と

佐藤清子さん(蒜生)の2人が出席し、円谷さんは環境

問題、佐藤さんは子育て、学校教育などの問題について、

佐藤知事と意見交換をしました。

科学消防車を追加配備
12月 15日、福島空港に科学消防車が追加配備

され、安全析顕祭と配備式が行われました。椙患空

港には、すでに2台の科学浩防車と給水車などが配

備されていますが、便数が増えたことなどから、今

E追加配備されました。

安全祈顕祭では、空港関謀者などが玉ぐしをささ

げ、安全を祈顕。続いて行われた配備式では放水訓

練などを行いました。

6 

IT講座開催
村教青委員会主鑑による、パソコン初心者を対象にした「女I性

のための IT講座Jがこのほど開催されました。

開講座は、泉中学校、須釜小学校を会場に3回にわたって開か

れ、開会場合わせて 30名の女性が受講しました。参加者は、講

師として参加した両校の先生の指導のもと、実際に年賞状を作っ

たりしながらパソコンの操作を学びました。

た
ま
か
わ
荘
を
訪
問

泉
保
育
所
の
子
ど
も
達
が
、
ロ

月
ロ
日
に
た
ま
か
わ
荘
を
訪
れ
、

入
所
者
に
歌
や
踊
り
な
ど
を
披
露

し
ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
達
の

様
子
を
見
て
も
ら
い
、
入
所
者
に

元
気
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
行

な
っ
た
も
の
で
す
。

会
場
と
な
っ
た
ホ

i
ル
に
は
、

大
勢
の
入
所
者
や
施
設
関
係
者
が

集
ま
り
、
子
ど
も
達
の
か
わ
い
い

歌
声
な
ど
に
、
笑
み
を
う
か
べ
な

が
ら
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

き
っ
と
、
み
ん
な
元
気
に
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

7 
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広報たまかわ平成17年1月

法務なんでも無料栂談所

開設について

法務局では、次により「法務なんでも無料相談所Jを開設い

たします。秘密は厳守されますのでお気軽にご相談ください。

圃5時 2月6E3(日) 午前10時から午後4時

ー劇場所 福畠地方法務局白河支局

(白河Jj¥tl摩域合同庁舎内)

構内容登記の手続き、土地の境界問題、遺産相続、地代・

家黄等の供託、戸籍・罰籍、夫婦・家庭内の問題、お年寄

り・子どもの虐待、いじめ・体罰問題、セクシャル・ハラ

スメン卜、障害者の差別問題 など

ー電話による椙談もお受けします

怨 024-534-2021 ft024-536-1155 
ft024-536-1174 

~問い合わせ

福島地方法務局色沼支局盟0248-22-1201

聞民年金の

第 1号被保険者の皆様ヘ

冨民年金基金は、国民年金保険料を納めている方が、国

民年金にプラスして年金を受け取るための公的な年金制度で

す。ご加入された方には税制などの酉でも様々な特典があり

ます。

ー国民年金基金の特徴

①掛金は将来も一定です

加入詩の掛金は変わりません。また、年金額を増やした

い時などには、月々の掛金を口数単位で白告に増減でき、

無理なく将来に備えることができます。

②掛金は全額所得謹除で税金が有利です

掛金は、全額所得控除(社会保険料控除〉の対象となり、

その分所得税が安くなります。

③掛金は確実に年金になり一生涯受け取れます

国民年金基金は終身年金を基本としています。お預かり

した掛金は穣み立てて、中長期的な視点、で安全かつ効率的

に運用します。年金は公的年金等控除の対象となり有利で

す。

ー問い合わせ福島県富民年金基金

フリーダイヤル ft0120-65-4192 

〈申告椙談会場について〉

須翼川|税務署では、平成16年分確定申告栂談会場を、昨

年同様f須賀川市産業会欝Jに開設することにいたしました。

相談の必要な方は今から準備をされて、早めに相談・申告

されますようお願いします。

[t]開設期間 1月318から 3月15日まで

〈飽人事業者の方へ 消費税が愛わりました〉

証平成17年分から

①事業者免税点の上限が、 3，000万円から1，000万円に引

き下げられました。

この判定は、前々年の課税売上高により行いますので、

平成15年分の課税売上高が1，000万円を超えている事業

者は、消費税の課税事業者となります。

②簡易課税制度の適用上限が、 2億円から5，000万円に引

き下げられました。

圃消費税の課税事業者となった場合には

①消費税課税事業者届出蓄の提出が必要です。

②消費税の申告及び組付が必要です。

③消費税法に基づく帳簿の記載や請求書等の保苓が必要で

す。

軍問い合わせ須賀)11税務署 ft0248-75-2205

監視区域の指定がなくなります

平成17年 1月14日から、国土利罵計画法に基づく監視区

域の指定がなくなります。

玉川村の全域において監揚亙域の指定がなくなり、事前届

出が不要となります。

なお、監視区域がなくなっても、 5.000m2
以上の土地取引

には事後毘出が必要です。届出は契約締結後2週間以内に役

場企画財政課まで届け出てください。

ー昼間い合わせ

企画期政課 ft57-4629 

福島県内の最低賃金が

改正されました

最低黄金〈産業〉名 E3Jrr_イヨ".6、官
0)内

〈下記福5島産県業議を低掠轟く金全額産業〉 6 1 1円

非鉄金属製造業 7 1 5円

電気機械器異製造業
晴報通信機械器異製造業 676円
篭子部品・デバイス製造業

輸送用機械器具製造業 710円

精密機械器異製造業 704円

自動車小売業 703円

ヌJIJI守ヰ弓」←

年月日

16.10.1 

16.12.1 

-福島県内の事業場で使用されるすべての労働者(パートタイマ一、アルバ
イト)に適用されます。

・詳しくは雇鳥労働局黄金室 (ft024…536-4604)又は、最寄りの労働基準
監督署にお訪ねください。

本人確認へのご協力のお願い

自本赤十字社では、患者さんが安心して輸血を受けられる

よう、高感度検査j去の導入や、問診強化等を留り、ウイjレス

等の感染を防いでまいりました。

しかし、最先端の検査方法によっても車液中の微量のウイ

ルスは検出できないことがあるため、まれに患者さんに輸血

を介して感染するリスクがあります。

一部の献由者におし1て、氏名等を鈍って献血する方や、ご

自身が感染症に感染しているかを確認するため、献血される

方がいらっしゃいます。このようなことから、輪血用血液の

安全性をさらに向上させるため、本人で事ることを示すこと

(本人確認)によって「自ら提供する血液は安全であるJと

いう意識を持って献血されるようお願いしております。

献血受付の際に、ご自身を証明できるものの堤示にご理解、

ご協力をお顕いします。

~ご提示いただく物の関

・運転免許証 ・パスポート ・健康保険証

電気通信サービスモニター募集

総務省では、竃気通信サービスに関する利屠者のご意見や

ご要望を幅広くお聞かせいただくため、電気通信サービスモ

ニターを次のとおり募集します。

園応募資格

電話・インターネット等の電気通信サービスに関心があ

る満 20歳以上の方。(総務省及び電気通信事業社に勤務

経験のある方、及びその家族を除く〉

掛活動内容

①総務省が実施するアンケート調査(年2回)への回答

(全員)

②各地域で総務省が開催するモニター会議への出席

(別途出席をお願いする方〉

画委嘱期開

平成 17年4月 1E3から平成 18年3月31日まで

軍馨集期間

1月 20日から 2月 21E3まで

轟応募方法

郵便番号、住所、氏名(フリガナ〉、電話番号、年齢、性期、

職業、応葬の動機及びモニター会議参加希望の有無を記入

し、はがき又はファックスでご応募ください。

ー応募先・問い合わせ

〒980 8795 仙台市青葉区本町 3-2 -23 
東北総合通信居 電気通信事業課

ft 022 -221 -0628 Fax022 -221 -0613 
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平成17年 1月広報たまかわ

とんに

{シリーズ思春期保健(小学生編)0]

ん然
必発

平成17年 1月

18日(火)

成人式を迎えられた皆さん、おめでとうございます。

若い皆さんに f年金jといっても、「まだまだ先のごと」

という認識ではないでしょうか。

しかし、老後はだれにでも平等に訪れるものです。「人生

80年時代jと言われる現代の日本では、 20歳から 60歳ま

での現役世代が、 65歳以上の先輩たちの老後を支える[公

的年金制度jが設けられています。

日本に住む 20歳から 60歳までの方は、必ず公的年金に

加入し、保険料を納めることが義務となっています。 20識

になった皆さんも、すでに厚生年金や共済年金に加入してい

る方を除き、成人の震任として、閣民年金への加入の手続き

を芯れず行なってください。

なお、閤民年金には、保険料の支払いが困難な場合には、

申請により保険料が免除される制度や、学生の場合は保険料

を後払いにできる納付特例の制度がありますので、希望され

る方はこの申請も忘れずに行なってください。

公的年金は、老後の保証だけでなく、万一の場合の障害や

死亡に対する保証もしています。

社会を支える一員として、公的年金への加入、保険料納付、

よろしくお願いいたします。

20歳になった5国民年金
花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集

村
公
民
館

ハ
イ
ハ
イ
も
お
産
一
リ
も
し
て
一
人
立
ち
繰
り
認
す
孫
に
秩
の
日
は
差
す

吉
田
ハ
ツ
子

奉
公
の
精
神
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
に
認
め
つ
つ
懐
か
し
み
お
リ
戦
時
の
日
本
を

小

針

金

支

朝
露
に
肌
を
光
ら
せ
露
地
ト
マ
ト
桃
太
路
な
る
顔
連
ね
た
り

小
針
み
ね
子

育
み
し
桃
も
一
衣
の
台
市
成
に
認
ち
て
畑
は
虫
の
色
を
致
く

ーバ針

人
生
の
賞
味
期
間
は
末
々
の
腕
に
顕
ら
来
る
お
ふ
く
ろ
の
味

真
弓

あ
か
ん
べ
え
し
て
逃
げ
て
ゆ
く
女
の
見
援
に
転
げ
し
占
拍
子
一
つ

吉
部

ふ
る
さ
ピ
を
愛
L
み
語
る
翁
あ
ハ
ソ
昨
は
澄
み
て
草
原
の
よ
う

川
崎

最も多かったのは「友人関係のことJ、次いで「から

だのことjでした。

今回のアンケートから、今後は学校保健と連携しなが

ら悩みの詳細の把握に努め、子ども遣に対して集団や個

魁等どのような支援方法が適当か、対応策や相談体制に

ついて換討していく必要があります。

子胆
元

女子

全体

勉1怠1J'ら?と友人関係

60 

50 

。

40 

30 

20 

10 

子嘗て偲でも相談自・・・・・・・・・・・・・・・・保

午前9時~午後48寺
三種混合予妨接穣・・..........・・・・ィ・保

午後O時45分~1 時15分

3~4 ヶ月児健診・..........・・・・・・・公

午後 1 詩30分~2時

新米パパの膏克教護・..........・・・・・保

午笹6時30分~

獄畠・・・・・・・・....................役場

午後 1 詩~5時

1歳男お誕生相談会・................保

午後1時~
育児教室・....................・・・・・保

午後 1持30分~

保健センター健康教室・..........・・・保

午前98守30分~

3歳兜健診・・・・・..........・・・・・・・・・保

午後1時~

[J圏在}置の健康ごよみ
画面 1月

17臼(月)

広報たまかわ

欝f

19日〈水〉

1歳6ヶ月見鑓診・・..........・・・・・・保

午後 1時~

9~10ヶ月児健診・・・・・・・・・・・・・・・・・保

午後1時30分~

すくすくクラブ・・・..........・・・・・・・保

午前10時~

三謹混合予措接謹・..........・・・・・・・保

午後O時45分"'1時15分
3~4 ヶ月児健診・..........・・・・・・・公

午後 18奇30分'"2 B寺

20臼(木)

21日(金)

26日〈水〉

28日(金)

~2用

4臼〈金)

10BC木)

15日(火)

16BC水)

与
と匂

ぷ議

公:公立岩瀬病院

定宮ュz

保:1:呆{建センター
さ;
Zタ

表弘
♂線治

社会保険事務所出張棺談日程表

愛
子

は
ム

英
枯

雄
子

お誕生おめでとうございます~-l

(12丹届出分〉 場所 石川町勤労青少年 須賀川市体青舘
開催時間

月

2月 17日(木〉
10 : 00 '" 

15: 00 
3月 17 B (木〉

年金の受総手続など、お気軽にご相談ください。
※年金手帳、基礎年金番号通知書をご持参ください。

さ
る
な
し
俳
句
会
十 ございます

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をい

ただきました。厚く御礼申しヒげますc

(村社会福祉協議会)

法

竜崎

南須釜

童
向
に
認
リ
し
旅
や
石
蕗
日
和

光

郎

者

{専蔵

正雄

資郎

イ ワ

死

関根

大竹

関根

関根

j

釜

田

h

u

h

-

4

T

I

』

氏
一
中
法
須
坊

ー
内
川
1
4

、1
J

封

北

四 一
夜
旅
出
湯
の
冬
の
月
冴
ゆ
る

保護者名

敬

賢可

重

手IJ 玉三

政明

勇

洋幸

い
A

、、
z
rリ、一
!
(
L
L
H
斗
ノ
y
う
げ
山
H
J
Z
K
ι

だ
」
ノ

2
w
r
A
U
£
降
、
品
不
ろ
虫
、
ペ
回
総

名

た

太

氏
日
光
子
初
回
附
優
益
で
理
、
ヤ
鶏
ゆ
結

児

し

生

田

野

藤

木

上

森

出

塩

大

潟

石
// 

山小崖

寄付ありがとう

記

竹正光

根ハナコ

根正

さんから

さんから

さんから

大

関

関

岩 法 寺 の

北須祭の

四辻新汗!の

一
月
句
会
吟
詠

立
地
械
の
乳
房
て
か
で
か
え
、
ざ
る
る

湯
の
街
の
さ
わ
め
き
川
の
散
り
証
葉

ど
の
家
も
干
し
蒋
さ
、
が
る
挟
の
村

ケ
i
ブ
ル
力
i
枯
木
を
、
禄
に
天
へ
か
な

は
や
、
ば
や
ど
窓
灯
り
を
リ
久
之
の
弱

鬼
怒
川
の
冬
霧
立
ち
し
夕
べ
か
な

地区名

JII 辺

(12月届出分)

世苦主名

{専

正

よさ主

: 

今月は、子ども達がどんなことで悩んでいるかという

事についてお伝えします。

アンケ一ト謂査では 35%の児輩が

ており、悩みの内容については下記のような結果となり

ました。

に〉マゑ
妻子

今月の納税

第 7期分

第 4期分

国民鍵康保検税

村 県 民 税

1，946戸(+5) 

7，629人(+12) 

臨

回

計

略

奪

五

村のようす
れ7年 1月18現在)

由
記

春
恵

真
知華

美
枝公

仁
美

3，797人(+4) 

10 

{納期醍は 1月25臼(火)です。忘れずに納めましょう]
… 
警湾冬為ふ

3，832人(十 8)

11 
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合月のスナッフ
六 今月のスナップは、 12月に行われた、幼稚園、

保育所、児童館のおゅうぎ会の模様をご紹介します。

ぉゅうぎ会は、いずみ、すがま幼稚園が4目、須

釜児童館は翌5日、泉保育所は 11日に行われまし

た。子ども達のかわいい演技をご覧ください。

A皿

/ 

編集/総務課発行/福島県石川郡玉川村大字小高字中畷9 玉川村役場

組
心に残る我がふるさと

『わが青春lこ悔いはなしJ

千葉県浦安市

小林 功さん

(竜崎出身〉

E語古都臨画:=;..iI:II新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
感

動
も
束
の
間
、
相
次
ぐ
台
風
の
上

陸
、
日
本
を
震
憾
さ
せ
た
新
潟
中

越
地
震
の
発
生
と
大
変
な
年
で
し

た
が
、
今
年
は
御
家
族
と
も
ど
も

よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
、

2
度
目
の
寄
稿
依
頼
、

拙
文
を
呈
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

昭
和
弘
年
に
上
京
す
る
ま
で
の

初
年
間
を
ふ
る
さ
と
、
玉
川
で

育
ち
生
涯
の
精
神
的
基
盤
が
こ
こ

で
芽
生
え
た
。
戦
中
、
戦
後
を
物

資
が
乏
し
く
、
何
ひ
と
つ
娯
楽
環

境
も
な
い
厳
し
い
時
代
を
栄
養
失

調
に
も
遭
わ
ず
、
不
良
少
年
に
も

走
ら
ず
、
親
の
背
を
見
な
が
ら
ひ

た
す
ら
生
き
抜
い
て
き
た
。

当
時
、
親
の
存
在
は
大
き
く
、

学
業
の
傍
ら
家
事
労
働
を
通
じ
て

「
逆
境
に
強
く
、
正
し
く
生
き
る
」

手
ほ
ど
き
を
受
け
、
真
っ
当
な
人

間
に
と
導
か
れ
も
し
た
。

一
方
で
は
、
子
供
心
に
大
い
に

遊
び
た
い
、
映
画
の
よ
う
な
冒
険

も
、
淡
い
恋
も
、
ま
た
、
学
校
で

は
ス
ポ
ー
ツ
に
熱
中
し
た
い
と
夢

を
液
ら
せ
た
が
、
満
足
の
結
果
も

得
ず
し
て
徐
々
に
で
は
あ
る
が
大

人
へ
の
道
へ
と
歩
み
始
め
た
。

ふ
る
さ
と
を
後
に
し
て
必
年
。

現
在
は
、
軽
業
勤
務
の
傍
ら
拙
い

短
歌
に
意
を
注
ぎ
、
週
末
は
テ
ニ

ス
に
汗
し
、
時
間
に
余
裕
が
あ
れ

ば
囲
内
小
旅
行
へ
と
老
け
な
い
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

〈最
近
の
旅
行
詠
か
ら
〉

あ
ふ
ぎ
み
る
目
前
迫
リ
く
大
濠
布

勢
ひ
増
し
て
谷
底
を
打
つ

終
り
に
、
皆
さ
ま
の
ご
幸
運

を
紙
上
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

12 |東京玉川会では、常時会員を募集しています。詳しくは、役場企画財政課宮(0247)57-4629まで|




